
平成 29 年度第 6回定例市長記者会見資料 

（平成 29 年 7 月 14 日）

●札幌国際芸術祭 2017 について 

 「札幌国際芸術祭（SIAF
サイアフ

）2017」の開催初日となる 8月 6日に、モエレ沼公園ガラス

のピラミッドにおいて、大友 良英ゲストディレクターによる開幕宣言や同会場に展示

される作品の解説を行うオープニングセレモニーを開催します。 

さらに、同日の夜には開幕を記念し、参加アーティストであるクリスチャン・ 

マークレー氏と大友ゲストディレクターによるライブ「クリスチャン・マークレー＋ 

大友良英：ファウンドオブジェクツ」を行います。 

 このほか、7月 17 日には、中央区在住の小学生が、企画メンバーの佐藤 直樹アート

ディレクターとともにデザインを考案した市電のラッピング車両「市電 SIAF 号」をお披

露目し、18 日から会期終了まで毎日運行します。 

SIAF2017 の開催に向けて、今後もさまざまな取り組みを展開しながら、まち全体を盛

り上げていきます。 

１ オープニングセレモニーについて 

 (1) 日時：8月 6日（日）10：00～ ※観覧無料（事前申し込み不要）

(2) 会場：モエレ沼公園 ガラスのピラミッド 1階「アトリウム」（東区モエレ沼公園 1）

(3) 内容： 

① 秋元市長（札幌国際芸術祭実行委員会会長）による主催者あいさつ 

   ② 大友ゲストディレクターによる開幕宣言 

   ③ 大友ゲストディレクターによる作品解説 

作品名：《（with）without records》 

※モエレ沼公園ガラスのピラミッドに展示。7 月 15 日～17 日にモエレ沼公園で開催 
されるワークショップで、大友ゲストディレクターと参加アーティストで美術家の
青山 泰知氏が市民ら約 15 人とともに作品を制作する。 

▲参考：2015 年に東京現代美術館に展示した作品  

撮影：丸尾 隆一 

「大友 良英＋青山 泰知＋伊藤 隆之《without records ‒ mot ver. 2015》」

▲モエレ沼公園（上空から撮影）



２ 「クリスチャン・マークレー＋大友良英：ファウンドオブジェクツ」について 

(1) 日時：8月 6日（日）19：00～20：00 

(2) 会場：未定  

(3) 内容：大友ゲストディレクターとマークレー氏が、自ら札幌で集めた廃棄物を楽器

として使い、即興演奏を行う。 

※会場や定員、チケットの販売等、詳細は決まり次第ウェブサイト（http://siaf.jp/）

などでお知らせします。 

【クリスチャン・マークレー（スイス／米国）】 

The Daily Eye 

30 年以上にわたり、彫刻、映像、写真、コラージュ、音楽、パフォー

マンスなど多様なメディアの作品を制作し、視覚と聴覚との結びつき

を探り、その作品は世界各地で展示されている。ボーカリストのデヴ

ィッド・モスとのデュオとして、1987 年に初の日本ツアーを行い、以

降は日本でも定期的にビジュアルワークを展示。第 54 回ヴェネツィ

ア・ビエンナーレ（2011 年）において 24 時間に及ぶ映像作品《The

Clock》を展示し、金獅子賞を受賞。同作品は 2010 年のロンドンでの

プレミア以降、世界 20 カ所以上の会場で展示されている。サウンド・

コラージュを作り出すターンテーブル演奏のパイオニアであり、1979

年以降、ソロ活動のほか、ジョン・ゾーン、エリオット・シャープ、

大友良英、バッチ・モリス、シェリー・ハーシュ、オッキョン・リー、

マッツ・グフタフソン、リー・ラナルドなど、数多くのミュージシャ

ンとコラボレーションしている。 

３ 市電のラッピング車両「市電 SIAF 号」の出発式について 

  中央区在住の小学 5・6年生 10 人と、企画メンバーの佐藤 直樹氏が、3回のワー   

 クショップを経てデザインを考えた市電のラッピング車両「市電 SIAF 号」の出発式を  

行う。なお、市電 SIAF 号は出発式の翌日から会期終了まで毎日運行。 

(1) 日時：7月 17 日（月・祝） 13：00～

(2) 場所：電車事業所（中央区南 21 条西 16 丁目） 

(3) 内容：「市電 SIAF 号」をお披露目し、佐藤氏がデザインの講評を行う。デザインを 

     考えた小学生には「市電 SIAF 号」の最初の乗客として路線を一周してもら 

う。 

 (4) 通常運行期間：7月 18 日（火）～10 月 1 日（日）の毎日運行（運行時間未定）

４ SIAF2017 プレスツアーについて（ 詳 細 は別 紙 プ レス リ リ ー ス 資 料 （ 7 月 7 日 リ リ ース 済 み ） ）

8 月 5 日と 6 日の 2 日間、SIAF2017 の各会場において、報道関係者を対象に、企画

メンバー・参加アーティストが作品を説明するツアーを行います。参加される場合は、

7 月 21 日（金）までに申し込みが必要になります。申し込み方法は、別紙プレスリ 

リース資料をご確認ください。 

問い合わせ先 

 札幌国際芸術祭実行委員会 石田・岡本 
電話：211-2314、ファクス：218-5154、E メール：press@siaf.jp



札幌国際芸術祭2017
プレスツアーのご案内

札幌国際芸術祭事務局　石田／岡本／山岸

〒060-8611　札幌市中央区北1条西2丁目
TEL：011-211-2314　FAX：011-218-5154　Email：press@siaf.jp

・詳細なスケジュール等はツアー参加者へ追ってお知らせいたします。
・行程は変更になる場合があります。
・2日目にモエレ沼公園にてゲストディレクター大友良英に囲み取材を予定しております。
・ツアー用バスでの移動となります。バスの利用については座席に限りがあるため、1団体2名様までとさせていただきます。
   先着順の為お早目にお申込みください。
・途中参加、途中退席を希望される場合は個別にご相談ください。

1日目 8月5日（土） 11：00–16：00（予定）

 受付：10：30～  JR札幌駅
 ご案内先：札幌芸術の森、札幌市立大学 芸術の森キャンパス、すすきのエリア（北専プラザ佐野ビル、
 AGS6・3ビル）、SIAF2017前夜祭（さっぽろ八月祭2017）

日程：8月5日（土）、6日（日）
各会場にて企画メンバー、アーティストによる作品説明をツアー形式でご案内します。
SIAF2017前夜祭は札幌市北3条広場（中央区北2条西4丁目）で開催のさっぽろ八月祭の会場で開催します。

◯内容・スケジュール（予定）

札幌国際芸術祭2017プレスツアー・SIAF2017前夜祭（さっぽろ八月祭2017）について

2日目 8月6日（日） 9：00–15：00（予定）

 受付：8：30～  札幌市役所（中央区北1条西2丁目）
 ご案内先：モエレ沼公園、まちなかエリア（金市舘ビル、500ｍ美術館など）、円山動物園、札幌市資料館、
 北海道大学総合博物館

拝啓　時下ますますのご清祥のこととお慶び申し上げます。

札幌国際芸術祭実行委員会では、音楽家 大友良英をゲストディレクターに迎え、2017年8月6日（日）から10月1日（日）まで57日間に
わたり札幌国際芸術祭2017（略称 SIAF2017）を開催します。テーマは「芸術祭ってなんだ？～ガラクタの星座たち」。

100組を超えるアーティストがモエレ沼公園、札幌芸術の森、すすきの界隈など札幌市内約35カ所を会場として、美術、音楽、演劇など、
既存のジャンルに収まらない作品展示やさまざまなプログラムを展開します。

つきましては8月5日（土）6日（日）の2日間、下記の通りプレスツアー及びSIAF2017前夜祭を開催しますのでご案内いたします。
ご多用中とは存じますが、ぜひご出席賜りますようお願い申し上げます。

大変お手数ではございますが、プレスツアーのご参加の意向について、添付の申込書にご記入の上、FAX又はメールにて、
7月21日（金）までご連絡くださいますよう併せてお願い申し上げます。

謹白

札幌国際芸術祭実行委員会 会長　秋元 克広2017 年7月吉日

サイアフ



札幌国際芸術祭2017
プレスツアー申込書

申込先

札幌国際芸術祭事務局　石田／岡本／山岸

〒060-8611　札幌市中央区北1条西2丁目
TEL：011-211-2314　FAX：011-218-5154　Email：press@siaf.jp

下記の必要事項をご記入のうえ、FAXまたはEメールにてご連絡くださいますようお願い申し上げます。

バスの利用につきましては、先着順になりますのでお早めにお申し込み下さい。

申込締切　平成29年7月21日（金）

日時 8月5日（土） 11：00–16：00（予定）　受付 10：30

8月6日（日）    9：00–15：00（予定）　受付 8：30

ご案内先
（予定）

8月5日（土） 札幌芸術の森、札幌市立大学 芸術の森キャンパス、すすきのエリア（北専プラザ佐野ビル、 
 AGS6・3ビル）、SIAF2017前夜祭（さっぽろ八月祭2017）

8月6日（日） モエレ沼公園、まちなかエリア（金市舘ビル、500ｍ美術館など）、円山動物園、札幌市資料館、
 北海道大学総合博物館

□ ご出席 （計　　人／スチール　　台／ムービーカメラ　　　台）　　　□ ご欠席

ご参加希望日 □ 8月5日（土）・6日（日）  両日　　□ 8月5日（土）のみ　　□ 8月6日（日）のみ

バスの利用希望 □ 8月5日（土）・6日（日）  両日　　□ 8月5日（土）のみ　　□ 8月6日（日）のみ

貴社名

部署名

代表者ご尊名

電話番号 FAX

Eメール

返信先　FAX：03-3468-8367　Eメール：info@tmpress.jp


